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本日御議論いただきたいこと

 2018年10～11月に九州エリアにおいて、8回にわたり再生可能エネルギーの出力制御（その大部
分はFIT太陽光発電）が実施された。

 この期間の卸市場の動向について、第35回制度設計専門会合において、以下の報告がなされた。

①該当するコマの九州エリアプライスは、需給状況が適切に反映されていれば、本来は0[円/kWh]
近傍で約定することが自然であったと考えられるところ、実際の九州エリアプライスは3～7[円
/kWh]前後であった。

②インバランス料金についても需給状況が適切に反映されず、十分低い価格となっていなかった。

 このような状況を踏まえ、同会合においては、以下の整理がなされた。

①旧一般電気事業者の自主的取組での限界費用入札との関係では、太陽光発電など発電量を
コントロールできない電気については、最低入札価格（現行のJEPXシステム上では0.01円
/kWh）での入札を求める。
※１：発電量をコントロールできない電源の本来の限界費用は0[円/kWh]と考えられる。
※２：旧一般電気事業者以外の事業者も、上記の整理による入札を行うことが経済合理的であると考えられる。

②出力制御実施期間において、余剰インバランス料金がエリアプライスを十分に下回るよう、K、Lの
定数による補正の導入に併せて、系統出力制御時における対応についても、手作業に伴う実務
的な実現可能性も踏まえつつ、具体的検討を進めていく。

 本日は、このような議論も踏まえ、出力制御実施期間における余剰インバランス料金の算定方法に
ついて御議論いただきたい。












